
号外 （三段峡ビジターセンターLOUPE オープン） さ ん け ん 新 聞                      ２０２３年５月３日
淡水業が 

 

                                      

      

        

       

    

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
に
は
淡
水
魚
や

ヒ
キ
ガ
エ
ル
な
ど
の
生
体
展
示

や
昆
虫
な
ど
の
標
本
、
鳥
類
の

は
く
製
が
並
ぶ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

三
段
峡―

太
田
川
流
域
研
究
会

（
略
称
＝
さ
ん
け
ん
）
の
活
動

内
容
や
三
段
峡
開
峡
百
年
の
歴

史
を
紹
介
し
て
い
る
。 

ス
ク
リ
ー
ン
設
備
が
あ
り
、 

                         

   

発
表
会
や
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に
も

利
用
で
き
、
情
報
発
信
や
交
流

の
拠
点
機
能
を
担
う
。 

十
年
以
上
取
引
が
な
い
休
眠

預
金
を
活
用
し
て
公
益
活
動
を

支
援
す
る
国
の
制
度
の
助
成
を

受
け
た
。
助
成
額
は
施
設
整
備
、

博
物
展
示
、
飲
食
提
供
実
証
事

業
な
ど
約
一
千
万
円
。 

   

橋
本
博
昭
安
芸
太
田
町
長
▽
大

江
厚
子
安
芸
太
田
町
議
会
議
員
▽

影
井
伊
久
美(

同
）
▽
山
根
寿
春
同

町
産
業
観
光
係
長
▽
柏
原
保
夫
三

段
峡
漁
業
協
同
組
合
長
▽
児
玉
裕

子
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
事
業
副

本
部
長
▽
高
下
務
三
段
峡
の
宿
社

長
▽
本
長
糧
太
広
島
県
議
会
議
員

▽
三
井
剛
広
島
県
地
域
政
策
局
中

山
間
地
域
振
興
課
参
事
▽
中
坪
孝

之
広
島
大
学
教
授
▽
黒
島
健
介
同

大
総
合
博
物
館
学
芸
員
さ
ん
け
ん

部
担
当
顧
問
▽
三
戸
里
美
同
大
学

術
・
社
会
連
携
部
地
域
連
携
部
門

▽
千
田
武
志
広
島
国
際
大
学
客
員

教
授
▽
上
嶋
英
機
宮
島
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
長
▽
松
村
渉

ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
理
事

▽
上
野
吉
雄
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西

中
国
山
地
自
然
史
研
究
会
理
事
長

▽
南
葉
錬
志
郎
広
大
さ
ん
け
ん
部

長
▽
本
宮
芳
太
郎
（
愛
称
命
名
者
）

▽
山
崎
咲
和
（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
） 

 
 
 

◇
祝
電 

石
橋
林
太
郎
衆
議
院
議
員 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 
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さ
ん
け
ん
新
聞 

号外 
 

学
び
と
交
流
の
拠
点
誕
生 

 

三
段
峡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
（
ル
ー

ペ
）の
開
所
式
が
五
月
三
日
、
五
十
人
が
参
加
し

て
正
面
入
り
口
で
開
か
れ
、
「
学
び
と
交
流
の
拠

点
」の
誕
生
を
祝
っ
た
。 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
管
理
・
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

三
段
峡―

太
田
川
流
域
研
究
会
（
略
称
・
さ
ん

け
ん
）
の
本
宮
炎
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
オ
ー

プ
ン
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
、
「
多
く
の
皆
様
の

支
援
の
お
陰
で
ス
タ
ー
ト
で
き
た
」
と
お
礼
を
述

べ
た
。
橋
本
博
昭
安
芸
太
田
町
長
は
「
民
間
の
取

り
組
み
が
あ
り
が
た
い
。
後
押
し
し
た
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。 

 

長
年
、
三
段
峡
の
発
展
に
尽
力
し
、
施
設
の
建

物
を
無
償
貸
与
し
た
高
下
務
三
段
峡
の
宿
社

長
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
高
下
さ
ん
は
「熊
南
峰

の
後
継
者
が
生
ま
れ
た
。
彼
の
想
い
が
報
わ
れ

た
」
と
、
さ
ん
け
ん
の
活
動
へ
感
謝
し
た
。
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｐ
Ｅ
の
名
付
け
親
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
加
計
高

校
二
年
生
の
本
宮
芳
太
郎
君
は
「
三
段
峡
を
訪

れ
る
人
が
何
か
を
発
見
す
る
ル
ー
ペ
に
な
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
た
」と
命
名
理
由
を
披
露
し
た
。 

 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
セ
ン
タ
ー
内
を
見
学
し

た
出
席
者
は
、
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
学
生
ら
か

ら
博
物
展
示
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
。 

   

歴
史
つ
な
ぎ
、
貴
重
な
自
然
環
境
未
来
へ 

 

開
所
式
出
席
者 

 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
左
か
ら
橋
本
博
昭
町
長
、

愛
称
命
名
者
・
本
宮
芳
太
郎
君
、
高
下
務
さ
ん

の
孫
・
山
崎
咲
和
さ
ん
、
本
宮
炎
理
事
長 

 

テープカット写真 

博物展示を解説する広大さんけん部の学生（左） 

 

 

    館内 

三段峡の超軟水を使用した宇治園製茶（尾道市）

の抹茶サービスを楽しむ出席者 

 

 

    

 

日本茶サービス 

 

休
眠
預
金
活
用
制
度
の
助
成
事
業 

博
物
展
示
、
さ
ん
け
ん
の
活
動
な
ど
紹
介 

 

オープン 

ゴギなどの淡水魚が出迎える入り口 

鳥のはく製、昆虫の展示コーナー 


